
２

 

は
強
い
経
済
の
実
現
に
よ
り
「
経
済

の
好
循
環
」
の
拡
大
を
図
り
つ
つ
、

地
方
の
創
生
、
安
全
・
安
心
と
持
続
可
能
な

基
盤
確
保
な
ど
中
・
長
期
の
発
展
に
つ
な
げ

る
取
り
組
み
を
強
力
に
推
進
す
る
と
し
て
い

ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
平
成
　
年
度
予
算
の
編
成

２７

に
あ
た
っ
て
は
、
中
・
長
期
的
な
視
点
で
新

た
な
財
政
規
律
の
構
築
と
行
政
の
簡
素
・
効

率
化
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
国
の
平
成
　２６

年
度
補
正
予
算
と
の
連
動
を
図
り
つ
つ
、
地

域
の
創
生
と
活
性
化
、
安
全
・
安
心
で
住
み

良
い
町
の
構
築
に
つ
な
が
る
予
算
編
成
に
努

め
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
平
成
　
年
度
の
一
般
会
計

２７

予
算
は
、
前
年
度
比
　
％
増
の
　
億
　
万
円
、

９．３

４１

３００

ま
た
、
５
つ
の
特
別
会
計
の
予
算
額
は
、
前

年
比
　
％
増
の
　
億
２
千
　
万
円
、
水
道
事

３．９

１５

４９４

業
会
計
は
、
前
年
比
　
％
増
の
２
億
５
千
　

５３．１

６７９

万
３
千
円
で
、
各
会
計
を
合
わ
せ
た
予
算
総

額
は
、　

億
８
千
　
万
３
千
円
と
な
り
、
前

５８

４７３

年
当
初
と
比
べ
　
％
増
の
積
極
型
予
算
と

９．２

な
っ
て
い
ま
す
。

◆
昨
年
来
、
国
に
お
い
て
は
、
米
政
策
の
見

直
し
に
よ
る
農
業
政
策
、
農
業
改
革
の
名
の

も
と
の
大
転
換
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
つ
い
て
も

交
渉
経
過
は
依
然
と
し
て
不
透
明
な
部
分
が

あ
り
、
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
引
き
続
き

予
断
を
許
さ
な
い
状
況
に
あ
る
と
言
え
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
の
中
、「
地
方
創
生
」
へ
の

国
の
動
向
も
注
視
し
、
関
係
機
関
・
団
体
等

と
情
報
共
有
を
図
る
な
ど
連
携
を
強
化
し
、

農
業
者
が
意
欲
と
将
来
展
望
を
持
っ
て
経
営

展
開
で
き
る
よ
う
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た

取
り
組
み
支
援
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
地

域
農
業
の
持
続
的
発
展
に
向
け
て
「
Ｊ
Ａ
南

る
も
い
」
が
策
定
す
る
農
業
振
興
計
画
策
定

に
向
け
協
力
し
ま
す
。

◆
牛
肉
の
市
場
価
格
は
高
値
で
推
移
し
て
お

り
、
好
況
感
は
あ
る
も
の
の
、
飼
料
価
格
の

高
騰
な
ど
経
営
環
境
は
厳
し
い
も
の
が
あ
り

ま
す
が
、
小
平
産
牛
肉
は
「
産
業
ま
つ
り
」

に
お
い
て
も
大
き
な
目
玉
で
あ
り
、
町
の
畜

産
振
興
の
観
点
か
ら
も
肥
育
事
業
は
重
要
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
鬼
鹿
牧
場
の
管
理
運
営
に
つ
い
て

は
、
引
き
続
き
「
Ｊ
Ａ
南
る
も
い
」
が
指
定

管
理
委
託
に
よ
り
運
営
す
る
こ
と
と
な
り
ま

す
が
、
畜
産
農
家
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
施
設

の
さ
ら
な
る
有
効
な
利
活
用
が
図
ら
れ
る
こ

と
を
期
待
し
ま
す
。

◆
漁
業
経
営
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
燃
油
・

資
材
等
の
価
格
高
騰
や
魚
価
安
傾
向
に
加
え
、

海
獣
に
よ
る
漁
業
被
害
が
厳
し
い
状
況
に
あ

り
ま
す
が
、
小
平
地
区
水
産
業
再
生
委
員
会

が
昨
年
度
作
成
し
ま
し
た
「
浜
の
活
力
再
生

プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
漁
業
者
の
所
得
の
向

上
を
目
指
し
、
も
っ
て
水
産
業
の
振
興
や
将

来
へ
向
け
た
漁
村
存
続
の
有
益
な
活
動
を
進

め
る
た
め
、
漁
業
者
や
漁
業
、
地
域
住
民
と

一
体
と
な
っ
て
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
漁
業
生
産
活
動
の
拠
点
で
あ
り
、

臼
谷
・
鬼
鹿
漁
港
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
事

業
計
画
に
よ
り
、
一
部
着
手
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
今
後
も
事
業
の
推
進
そ
の
他
漁
業
環
境

の
整
備
に
つ
い
て
関
係
機
関
へ
の
要
望
等
を

継
続
し
ま
す
。

◆
特
産
品
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
り
、
雇
用
機

会
拡
充
と
共
に
地
域
経
済
の
振
興
に
寄
与
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、「
町
特
産
品
振
興

支
援
事
業
補
助
金
制
度
」
の
補
助
総
額
を
増

額
し
、
積
極
的
な
制
度
の
活
用
に
よ
り
６
次

産
業
化
の
推
進
等
、
地
域
住
民
の
意
欲
的
な

活
動
を
一
層
支
援
し
ま
す
。

◆
商
工
業
の
振
興
で
は
、
中
小
企
業
特
別
融

資
制
度
の
貸
付
金
額
等
貸
付
条
件
を
見
直
す

と
と
も
に
、
新
た
に
中
小
企
業
振
興
資
金
利

子
補
給
制
度
を
設
け
、
中
小
企
業
の
育
成
振

興
及
び
経
営
の
合
理
化
を
促
進
し
ま
す
。

◆
観
光
振
興
策
で
は
、「
に
ぎ
わ
い
と
安
ら

ぎ
」を
町
民
や
来
訪
者
に
提
供
す
る
た
め「
小

平
町
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
」
と
、
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
た
「
食
材
供
給
施
設
」
を
含
む
「
道

の
駅
・
鰊
番
屋
」
エ
リ
ア
を
地
域
振
興
、
観

光
推
進
、
及
び
歴
史
文
化
の
保
存
伝
承
の
核

と
し
、
さ
ら
に
今
年
度
計
画
し
て
い
る
「
番

屋
周
辺
環
境
整
備
事
業
」
と
併
せ
、「
道
の

駅
」・「
憩
い
の
場
」
と
し
て
の
機
能
を
充
実

し
、
施
設
の
有
効
な
利
活
用
を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
ゆ
っ
た
り
か
ん
周
辺
整
備
に
つ
い

は

じ

め

に

国

平成２７年第１回町議会定例会が３月５日から１６日まで開催されました。

この定例会で関町長が、平成２７年度町政執行の基本方針を述べ、佐々木町教育委員長が平成２７年度

の教育に関する主要な方針を述べました。

また、町政執行方針に基づいた予算案を提出し、慎重審議の結果原案どおり可決されました。

新年度のスタートにあたり、その概要をお知らせします。

平平成成２２ ７７年度 町政・町教育行政執行方年度  町政・町教育行政執行方針針

平
成
　
年
度
主
要
施
策

２７産
業
振
興
施
策


